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２．研究の背景・目的

目視等によるスクリーンニング

事後保全から予防保全への転換

薄板モルタル＋数値解析技術からなる構造物管理者支援
ツール

・・・劣化が顕在化した時点では手遅れ

(1)コンクリート内部の現状把握 (2)外力環境条件の同定
(3)将来予測

現状

環境条件や劣化状況に応じた個別の構造物に対する適切な補修設計
さらには過不足の無い耐久性設計のための設計体系の構築



３．要素技術の概要

薄板モルタル供試体

橋梁各部位に
貼付け，塩分浸
透量を測定

コンクリート構造物周りの風速場（FEM)

粒子拡散手法による飛来塩分粒子の移流・拡散解析

コンクリート構造物への付着状況
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４．成果の概要
a)流体解析および移流拡散解析
の３次元化と逆解析の高精度化

橋の各部位における付着粒子数
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付着塩分量の逆解析結果

b)コンクリートの含水率
変化の影響を考慮した
塩分浸透解析（「等価
含水率」）の導入
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c)薄板モルタル供試体を用いた暴露試験
（海岸条件の影響評価）
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新潟大堰実績

LCC期待値±1σ

LCC期待値±1σ

ミ ニマムメ ンテ

ミ ニマムメ ンテ

LCC期待値の計算条件
☑ Co： 全国のバラツキ
☑拡散係数： 全国のバラツキ

LCC期待値の計算条件
☑ Co： 9(kg/m3) ※海岸代表値
☑拡散係数： 全国のバラツキ

※海岸部における拡散係数のバラツキ
による期待LCC

(a) Case1： 全国のバラツキを考慮（ 塩化物イオン濃度Co，
拡散係数D考慮）

(b) Case2： 厳しい塩害環境の場合co=9kg/m3であること
が同定された場合． （ 拡散係数Dのバラツキ考慮）

d)LCC算出



５．成果の活用シナリオ

①新設構造物（設計時）に適用

海岸からの距離
海岸条件（消波ブロックの有無など）
構造形式（上部工形状）

構造物部位毎のC0を決定

②③既設構造物（劣化前・後）に適用

薄板供試体を用いた暴露試験＋解析

耐久性設計

構造物部位毎のC0を決定

予防保全

補修方法・範囲構造物内部の３次元塩分分布

劣化前劣化後


